
(2006年 11月～2007年 2月 )

月/日 会 場 時 間 備 考

11月 25日 (土 ) 旭丘公民館 Pm70寺～98寺

12月 2日 (土) ′′ Pm6時～78寺 :楽典講座

9日 (上 ) ′′

16日 (上 ) ′′ Pm6時～7時 :楽典講座

1月 13日 (土 ) ′′

20日 (土 ) ′′

27日 (土 ) 勤労青少年ホーム軽音楽室1

2月 4日 (日 ) 中央公民館視聴覚教室

10日 (土 ) 旭丘/AN民
館

17日 (土 )

24日 (土 ) ′′

*1月 6日 (土) 新年会の予定  (詳細は後日)(*  )C∝ Zヾ (^→

★楽典議座開催のお知らせ

中断しておりました、石川ひとみ先生による「楽典講座」を再開します。

新たな練習曲 (新曲)に対応するように、曲の理解、歌う上での注意事項など、わかり

やす<解説。指導をしていただきます。是非、皆さんの積極的な参力8をお願いします。

0

012月  2日 (上)練習日 18:OO～ 19:OO

012月 16日 (主)練習日 18:00～ 19:00

♪罷彊担市民含唱祭の藤澤 ♪ ～ソプラノ中澤さんより～

一言でいうなら「良かつたあ～」です。

1曲目「 しあわせよ あんまり早<<るな」と歌い出しを聞いて、ゾック !と しました。

優し<「 しあわせよ」と語りかけて<るようでした。

いつも他パー トの支えであるベースが 33小節目からの主旋律を嬉々として

歌つているのが印象的でした。

モーツァル トの純子さんのソロ、素敵でした。

チカさんが「純子さんのソロは努力の賜物」って言つていました。見習いたいです。

やはり本番は8音譜をして、指揮者を見るようにしたほうがいいと思います。

客席から見ていると、神谷先生が体全体で歌を表現しているを感じます。

神谷先生の指揮を見て歌えばもっと歌が表現できます。
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《イ 凋 ン ト 饉鐵》 <詳細は中畑(ち 〉ェもしくは松本́銀註ま【>

◆ 長久手フィルハーモニー管弦楽団  第8回手定期演奏会

会場 :長久手町文化の家 森のホール

11月 19日 (日 )/開演14:30:
入場料 1,OOO円 (当日)

演奏曲 チャイコフスキー 「交響曲第4番」

グリーク  「ピアノ協奏曲」

モーツアル ト 「魔笛序曲」

指揮 吉住 典洋

モーツアル ト 「 レクイエム」

11月 29日 (水)/開演 48:○○ (17:30開場)

会場 愛知県芸術劇場コンサートホール

第 1部 講演 :海老沢 敏 (日 本モーツアルト研究所長)

第2部 「レクイエム」 指揮 :大勝 秀也

今

管弦楽 :名古屋音楽大学オーケス トラ

含唱 :名古屋音楽大学レクイエム含唱団

入場無料  (要整理券) 間含せ :音楽公演センター仕el.052-411-1148)

金 第 42回メサイヤ演奏会

12月  3日 (日 )/17:OO(16:30開 場)

会場 愛知県芸術劇場コンサートホール

指揮 :ゲアノート・シュマルフス

管弦楽 :名古屋フィルハーモニー交響楽団

含0昌 :ヘンデル協会

曇

入場料  (S席 )4,○ ○○円 (A席 )3,○ 〇〇円 (B席)2,○ ○○円

講 一 魃 ベ ー ジ 雇 誹 ″
☆☆☆☆ ☆☆☆

「団員の広揚」パスワード : asahimix

○ お 矢□ら せ

*「 lnfoseekのフォトアルバムのパスワードを来週より

「asahikonsei」 から記入しやすい 日alala」 に変更します。

*「書き込み広場Jへの参加もお待ちしてます～ ♪♪

行かれた演奏会の感想などどんどん書き込んで下さいね。
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《_~響霧攀彗》

◎役員会からの報告です。

11/5開催  下記項目について話し合いました。
・ 記念演奏会の決算報告→承認。技術関係アンケート集計状況。「ひとこと集」編集状況確認。
・ 尾張旭市民音楽祭の詳細確認。
・ 衣装について一新入団員分の単価設定、退団時の扱い等について検討→次回へ持ち越し

☆多鑽繭の「海上の轟Jムイ華ング☆多

日時 :11月 23日 (木)雨 天 :11月 26日 (日 )

9:30集 合 15:OO解 散予定 集合 :「海上の森」 駐車場

持物 :お弁当 。飲み物・敷物その他各自必要な物

コすラとアベマキを主役にした黄葉の雑木林は見事で、タカノツメの黄色が目立ち、

ヤマザクラの紅葉、ネジキ、すツハゼの紅葉なども見えます。

篠田池へ行<道の紅葉は素3青らしく、

タカノツメとイロハモミジの組み合わせは絶品です。

花では、ノコンギク、ヤクシソウなどが咲き、

色とりどりの本の実が目立ちます。

好天に恵まれる事を願つています。

《倉」立20周年記念》第6回演奏会 記念誌「 ひ と こと集 」 について

先般「ひとこと集」完成予定が 11月 18日 とご連絡しましたが、

印刷状態がいまいちよ<な <、 現在業者さんと打ち合わせ中です。

なんとか新年会までには間に合わせたいと (「 こら～っ !」 by恵美子)、

いえ、今月中にはなんとか完成にこぎつけたいと思います。

早<に原稿を出して<ださった方々にはたいへん申し訳ないのですが、

ご了承くださいまし。

なお、こういう状況なので、未だ感想文を出して<ださつてない方、

まだ間に合います。

そこのあなたです。

その気があつたら、がんばって書いて下さい。

～  秒 と ヒ集」務葉委買r〔藤日) ～

長谷川紀夫
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よ !」 と推薦記事です。

4̈‐


